















































 研究科・専攻  東北大学大学院経済学研究科(博士課程後期3年の課程)
現代応用経済科学専攻
 論文題目土地利用規制政策に見る規制型政策の現代的課題
博士論文審査委員  (主査)
教授増田
聡
教授大滝精一
蹄
灘
難 瀦.灘
欝
欝
難難
  整
備
 論文内容の要旨
 唱.本論文での問題意識及び論点
 土地利馬規制はこれまで産業振興と都市問題対策に貢献してきたが、近年は、産業構造の転換、
 財政赤字による民間活力活用の重視、景気低迷に対する景気刺激策重視という背景下、規制緩和が
 強く求められている。しかし土地利罵規制の緩和は一面では秩序維持、経済活動の阻害要因排除等
 の効果を減殺する危険性を持つ。また土地利用規制は需要圧力抑綱、再配分が役割であり、需要が
 規制を下回る場合の規制緩和は需要喚起に結びつかない。
 土地利用規制の見直しは、土地所有者に限定されない幅広い層による大所高所からの議論に基づ
 き行われるべきであるが、提案者の意見を市民の意見として即地的変更がなされる場合が多い。こ
 こでは市民の声採取の方法論、一般の市民が意識を高める必要性、都計審が担う役割の重要性が増
 す、等も重要な論点であるが、具体的な政策判断をするための出発点として、現状の土地利用規制
 が如何なる背景を持ち、現在どのような課題に直面しているのかを認識する必要がある。
 本論ではこれまで議論の過程で必ずしも充分には認識されてこなかった、仙台市の基本構造を成
 した昭和40年代の欝画の意味と内容、計画内容から来る構造的な課題を示し、産業構造転換に起因
 して現在の土地利用規制が直面する現代的課題を実例に基づいて提起することにより、都市政策及
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 び都市問題に関する政策研究に資することを研究の目的とする。
 またこれらの分析を通して、今後の仙台市における都市政策に求められる方向性の私論を述べる。
 2.分析手法
 仙台市の土地利用規制の構造を分析対象として、①歴史的経緯を通して現在の都市構造の基礎と
 なる昭和40年代の計画が策定された背景を確認すると共に、土地利用規制の位置付け、効果、限界
 の分析を行う、②昭和40年代の計画内容と現状とゐ比毯から、現在の規制内容が構造的に包含する
 課題を分析する、③昭和40年代に用途純化された地区で、産業構造転換に伴い土地利用転換を模索
 する3例の実情分析から、土地利用規制が現在直面する課題を抽出する、という3つのアプローチ
 から分析する。
 3.仙台市の形成過程における土地利用規制
 昭和40年代の計画は、高度経済成長時代に開発可能性を全国土に広げようとした新全国総合開発
 計画と、公害等都市問題の改善を図る事を意図した都市計画法等の法制度整備という背景下で、地
 域開発計画としての新産業都市建設計画と健康都市宣言という2つのコンセプトに沿った都市構造
 形成のために構築された計画であり、骨格部分は現在も変わっていない。昭和40年代には1966(昭
 和41)年の総合都市計画、1970(昭和45)年の線引き、1973(昭和48)年の8用途地域指定、とい
 う3つの都市計画が決定されている。
 経緯の中から見出される土地利用規制の位置付けは「宅地開発等の動向が活発な時期に制定され
 るが、開発優先の場合には無力化される場合がある」というものである。また効果は、①用途混在
 回避による効率性向上等、土地の有効利用を側面から増進する、②工場等と住宅の混在による公害
 問題.機能集中による渋滞・混雑、郊外部の住宅地開発圧力による都市のスプロール化、乱開発等、
 土地利用に派生する負の効果を減殺する、という2点が認められる。土地利用規制の限界点は、①
 土地利用需要が低いところでは機能せず、指定用途の需要喚起にはつながらない、②土地の有効利
 用が優先されると、効果を無力化される、③都市問題の予防効果はあるが、治癒力に乏しい、④目
 指すべき土地利用と異なる規制がある場合、有効利用を阻害する、の4点が見出される。
垂
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 4.昭和40年代の計画と構造的課題
 昭和40年代の計画の分析から、①市街地面積の膨張、②DiDの拡大、低密度化、③工業系地域
 の縮小、用途混在地域の拡大、敷地効率向上による用地需要減、④商業系地域の拡大、用途混在地
 域の拡大、⑤流通系地域面積の拡大、用途混在地域の拡大、⑥住居系地域面積の拡大、用途混在地
 域の拡大、という傾向が認められる。
 ここから、仙台市の土地利用規制が構造的に包含する課題として、①宅地供給過剰による低密度
 化、②用途混在地域の拡大による供給過剰加速と、ゾーニング効果の低下、を示すことができる。
 これらの課題の要因は、①宅地の利用効率向上等について、当初計画に見込み違いがあった、②規
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 という現代的課題が認められる。
 野一叢鞍瞥象劃、註=舞撰
 6.土地利用規制政策の現代的課題分析と提書
 (1)民間発意による規制緩和の運用の適切化
 ここでは問題点として、①不特定多数の市民が「宅地の供給過多に直面している現状で改善の方
 向が見られない」という結果を共有させられるに足る充分な政策決定への参加機会が与えられてい
 たかどうか、②説明責任の所在が曖昧なままに提案制摩が制度化され、直接的市民要望と潜在的市
 民ニーズとの調整の複雑化ヂ困難化している状況では、ビジョンを明確にできない自治体が充分に
 反論できないという消極的な理由に基づく規制緩和実施に追い込まれないか、が見出される。
 対処策として本論では、①提案者にはr提案に伴う利点と弊害についての説明責任」とr提案者
 自身が反対意見と直接議論を交わす責任」が求められるべきである、②不特定多数の市民には「政
 策執行の是非の判断基準決定時」と「基準への適合性の判断時」に関与できる機会を担保するべき
 である、③費用便益分析の条件整備が必要である、の3点を提言する。
 (2)規制緩和に経済活性化を期待する矛盾
 事業型政策はその政策目的から連鎖的に多分野の経済活性化効果が期待できるのに対して、規制
 型政策は阻害要因除去等による事業の側面支援策に位置付けられ、規制緩和だけで経済活性化はで
 きない。本論では、土地利用規制が目指すべきは「既存の需要の適正配置による効率向上」であり、
 経済活性化には他の政策が必要である点を提言する。
 (3)地域の将来ビジョンを明確に描くことの困難な時代における土地利用計画
 土地利用規制の構造的課題は、宅地供給政策の失敗であると同時に、需要動向の変化による結果
 でもあり、新たな産業ビジョンが求められる。しかしこれを描くことが困難な状況では、土地利用
 の需給調整を意図しながら.実態土地利用に徐々に追随することが望ましい。コンセプトは「土地
 利用の選択と集中による需給調整」となる。
 具体策として本論では、ア.宅地供給の凍結、イ.環境基準に基づくゾーニングでミックスユー
 スを実現、ウ.交通負荷については強い規制誘導策が必要、エ.ゾーニングの種類を簡素化し、規
 制の強弱をつける、オ.都市景観の観点から。都心部の形態規制は特定地区を除き強化するべき、
 カ.交通政策がこれからの鍵を握る、を提言する。
 7.今後の課題
 今後は、①広域的計画の研究、②土地利用規制の技術的側面、③交通計画との連携、④市民参加
 の新しい形態、の研究が必要である。
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 た「土地利用計画の実務」の学術研究を試みたものである。土地利用実務が行政のルーチンワーク
 化していく一方で、「計画理論と実践」の狭間が拡大しており、本論文はそれを埋める研究成果と
 して貴重な知見を提供しており、大いに評価できる。第3章の分析では、第4章の論旨・提案を補
 強する意味からも、土地利用転換の詳細分析や経済立地主体や政策策定主体のミクロ分析では、幾
 分物足りない面も残るとともに、将来に積み残した課題もある(市町村域を超える広域調整、規制
 手法の技術面、交通計画との連動、住民参加システムの日本的展開など)。しかし、このような課
 題の検討へと進むためには、その前提として本論文が明らかにした諸知見が不可欠であり、本論文
 の価値を減ずるものではない。提出論文は、博士く経済学)の学位を授与するに値する高度な研究
 成果であるものと評価する。
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